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婦
人
共
立
育
児
会
病
院
は
、
民
間
の
婦
人
慈
善
団
体
に
よ
っ
て

一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
貧
者
の
病
児
を
救
療
す

る
た
め
の
慈
善
病
院
で
あ
る
。
こ
の
病
院
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
特
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
明
治
女
医
史
を
鑑
み

る
時
、
そ
の
存
在
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ

ブ
（
〕
Ｏ

明
治
年
間
に
医
師
の
資
格
を
取
得
し
た
二
三
○
人
余
の
女
医
の

医
療
活
動
を
概
観
す
る
と
、
当
初
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し
た
女

医
は
、
女
医
を
受
け
入
れ
る
数
少
な
い
病
院
を
捜
し
て
短
期
間
研

修
を
行
っ
た
後
、
各
地
で
開
業
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
女
医
を
受
け
入
れ
る
病
院
は
非
常
に
限
ら
れ
、
ま
た

医
師
と
し
て
正
当
に
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
女
医
達
は

個
々
の
努
力
に
よ
っ
て
の
み
医
師
と
し
て
の
立
場
を
維
持
す
る
状

“
明
治
女
医
史
の
基
礎
的
研
究
（
三
）

婦
人
共
立
育
児
会
病
院

三

崎

裕
子

況
が
続
い
て
い
た
。
ま
た
初
期
の
女
医
に
と
っ
て
は
開
業
以
後
も
、

よ
り
新
し
い
技
術
を
習
得
し
研
究
を
す
る
場
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
医
師
が
す
べ
て
女
性
で
、
ま
た
女
医
の
た

め
の
研
修
活
動
も
行
う
婦
人
共
立
育
児
会
病
院
が
設
立
さ
れ
た
意

義
は
大
き
い
・

病
院
の
母
体
と
な
っ
た
婦
人
共
立
育
児
会
は
一
八
九
一
（
明
治

二
四
）
年
に
、
有
栖
川
宮
親
王
妃
慰
子
を
総
裁
と
し
、
会
頭
に
侯
爵

鍋
島
直
大
夫
人
を
据
え
る
、
い
わ
ゆ
る
名
流
夫
人
の
慈
善
事
業
団

体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
日
本
の
上
流
社
会
で
は
、
鹿
鳴

館
ブ
ー
ム
の
下
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
社
会
の
慈
善
事
業
に
対
す
る
興
味

関
心
も
高
ま
り
、
様
々
な
慈
善
団
体
を
組
織
さ
れ
て
い
た
。
婦
人

共
立
育
児
会
も
そ
の
よ
う
な
団
体
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ

の
団
体
は
、
明
治
女
医
に
と
っ
て
は
、
そ
の
社
会
的
活
動
を
広
げ

る
一
つ
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
組
織
に
、
発
足

間
も
な
い
帝
国
大
学
医
学
部
小
児
科
教
室
を
主
宰
す
る
弘
田
長
が

深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
小
児
科

教
授
栗
山
重
信
が
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
慈
善
団
体
は

弘
田
長
の
主
導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。
現
存
す
る
数
少
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な
い
婦
人
共
立
育
児
会
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
弘
田
は
男
性
で
は
た

だ
一
人
、
会
の
名
簿
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た
婦
人
共
立
育
児

会
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
当
初
病
児
の
治
療
は
帝
国
大
学
病
院
に
お

い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
弘
田
が
こ
の
会
の
組
織
、
運
営
に
深
く
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。

一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
、
婦
人
共
立
育
児
会
は
独
立
し
た
病

院
を
設
立
し
た
。
そ
の
際
、
弘
田
は
会
の
幹
部
と
図
り
、
病
院
の

医
師
、
薬
剤
師
を
全
て
女
性
と
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
婦
人
共
立

育
児
会
病
院
は
、
当
時
の
若
い
女
医
に
と
っ
て
何
よ
り
の
研
修
の

場
と
な
り
、
ま
た
小
児
科
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
東
大
小

児
科
に
繋
が
る
貴
重
な
場
と
も
な
っ
た
。
ま
た
弘
田
は
こ
の
病
院

で
「
女
医
小
児
科
講
習
会
」
を
主
催
し
た
。
病
院
に
実
際
に
勤
務

し
た
女
医
は
一
九
○
六
（
明
治
三
九
）
年
以
降
に
医
師
と
な
っ
た
者

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
講
習
会
に
は
吉
岡
弥
生
を
始
め
と
す
る
古
参

の
女
医
も
参
加
し
、
当
時
の
小
児
科
医
療
の
最
前
線
に
あ
っ
た
弘

田
か
ら
、
多
く
の
新
し
い
知
識
を
得
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
婦
人

共
立
育
児
会
病
院
は
、
個
人
と
し
て
存
在
し
て
い
た
女
医
を
、
研

修
、
研
究
を
通
じ
て
連
携
さ
せ
る
場
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

婦
人
共
立
育
児
会
の
診
療
が
女
医
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
湖
っ
て
明
治
二
○
年
代
初
頭
か
ら
、
た
と
え

医
師
と
し
て
扱
わ
れ
な
く
て
も
、
最
先
端
の
医
療
を
学
び
た
い
と

望
み
、
弘
田
を
訪
ね
て
き
た
多
く
の
女
医
の
存
在
が
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
こ
の
病
院
は
、
荻
野
吟
子
以
後
二
十
余
年
の
女
医
の
活
動

の
成
果
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
こ
か
ら
巣

立
っ
た
女
医
が
、
新
た
に
様
々
な
形
で
医
療
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
婦
人
共
立
育
児
会
病
院
の
存
在
は
、

明
治
女
医
史
の
一
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
る

軍
つ
。

（
埼
玉
県
所
沢
市
）


